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過去の治療データ及び検査結果の調査研究への使用のお願い 

北斗病院では、最適な治療を提供するため下記の臨床研究を行っており、患者様のカルテ等のデータ

を使用させていただきます。以下の内容をご確認いただき、本研究の対象者に該当する可能性のある

方で研究目的に利用されることを希望されない場合は、お問い合わせ担当者までお知らせください。

ただし、すでに解析を終了している場合には、研究データからあなたの情報を削除できない場合があ

りますのでご了承ください。 

医倫理審査番号 第    号 

研究課題名 
AI を用いた急性期予後予測モデルの作成と活用への試み 

-身体機能・日常生活動作に着目して- 

研究機関の名称 北斗病院・十勝リハビリテーションセンター 

研究組織 研究代表機関 北斗病院 

共同研究機関 なし 

実施体制 研究責任者 宮本 英嗣（リハビリテーション部 作業療法科） 

本研究の 

目的・意義 

北斗病院に入院された患者様の、身体機能や日常生活動作の改善についての

予後予測を早期より調査することで、より質の高いリハビリテーションの提

供に繋げる事を目的とします。 

研究対象者 北斗病院、十勝リハビリテーションセンターに入院された患者様 

調査データ対象期間 2008 年 4 月 1 日～2028 年 3 月 31 日の情報 

ご協力いただく内容 

上記の対象期間中に記録された診療情報（※下記に利用する情報を記載して

います）などを、研究に使用させて頂きます。使用に際しては、文部科学省・

厚生労働省が定めた倫理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の

発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

●利用する情報 

年齢・性別、病歴、入院日、退院日、入院中に評価した身体機能などの結果 

研究参加について 

研究への参加を希望されない場合、その方の情報を研究の解析に利用するこ

とはありません。研究に参加される場合でもされない場合でも、患者様の個

人を特定できるような情報が外部に漏れることはありません。 

試料・情報の他の研

究機関への提供 

調査した情報を他の研究機関への提供することはありません。 

個人情報の取り扱い カルテの情報等を使用する際は、患者様が特定できることがないよう個人情

報を匿名化致します。また研究成果の発表の際も個人を特定できる情報は利

用しません。漏えい、滅失、毀損がないよう研究責任者が厳重に管理致しま

す。 

利益相反について 
利益相反はありません。 
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お問い合わせ 

（相談窓口） 

北斗病院 

●電話番号：0155-48-8000（内線：2520） 

●担 当 者： リハビリテーション部 作業療法科 宮本 英嗣 

○社会医療法人北斗 では「北斗 医の倫理審査委員会」を設置し、それぞれの臨床研究について倫理的

観点および科学的観点からその妥当性を審査しています。この臨床研究は、医の倫理審査委員会の

承認を受けて行われます。 

 


